
【院内フォーミュラリ（推奨薬リスト）】              薬事審議会  フォーミュラリ小委員会 2021年 12月作成 

気管支喘息吸入薬 ICS+LABA（吸入ステロイド＋長時間作用性β2刺激薬） 

（喘息治療ステップの「ステップ 2」から使用する場合を想定） 

★吸入ステロイド単剤で効果がない場合★ 

 製品名 薬価（円） 

第一選択薬 レルベア 100エリプタ 30吸入用 5378.4円 
 

 

理由： 

・各種ガイドライン参照したが、各薬剤の比較したデータはなかった。1 日 1 回吸入であり、吸入デバイスも簡便である

ことと、呼吸器内科専門医の意見も参照し、レルベア 100エリプタ 30吸入用を第一選択薬とした。 

 

  

 

 

 

薬価は 2022/1/１時点のものであり変動することがあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬価は 2022/1/１時点のものであり変動することがあります。 

レルベア
100エリプタ30吸入用

レルベア
200エリプタ30吸入用

アドエア
250ディスカス60吸入用

シムビコート
タービュヘイラー60吸入

フルティフォーム
125エアゾール120吸入用

採用 採用 院外採用 採用 採用
5378.40 5990.20 7301.50 3946.90 5651.30
2013.11 2013.11 2007.6 2009.12 2013.11

喘息
気管支喘息

○ ○ ○ ○ ○

COPD ○ - ○ ○ -
1日2回
1回1吸入

１日2回
1回1～4吸入

（COPDは1回2吸入）
SMART療法は合計8吸入迄

1日2回
1回2～4吸入

ドライパウダー ドライパウダー エアゾール

ICS フルチカゾンプロピオン酸エステル ブデソニド フルチカゾンプロピオン酸エステル

LABA サルメテロールキシナホ酸塩 ホルモテロールフマル酸塩水和物 ホルモテロールフマル酸塩水和物

1日1回
1回1吸入

剤形・性状 ドライパウダー

デバイスの写真

成分
フルチカゾンプロピオン酸エステル

ビランテロールトリフェニル酢酸塩

当院採用薬

採用区分
薬価（2021.4薬価）
薬価収載年月

適応症

用法用量


